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　　　　　 On 　the　Quick　Drawing 　Process　 of 　L 量nes 　 from　Standard　Series　for　 the ｝3asic

　　　　　　　　　　　　　　Designs 　of 　Merchant 　Ships．（lst　Report）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By 　Kiyoshi 　Takash 玉rD ，　 Memb θr

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Abstract

　In　this　 paper，　 the 　 author 　 proposes　 a　 new 　 quick　 drawing　 process 　 of 　 the 　 lines　 of 　 under 　 w 　ater

form 　for　the 　basic　designs　of 　merchant 　ships 　having 　block　coethcient 　 ranging 　between 　O．65　and
’，80，

　 With　systematic 　hand　 work ，　 this　 process 　 needs 　less　labour　than　 the　 customary 　process．

　 The 　key 　points　of　this　 process　 are 　 as 　 foUows ：一

　（1 ）　Drawing 　 the 　 sectional 　 area 　 curve 　from 　standard 　series 　 of 　sectional 　area 　curves 　with 　C職

and 　Jeb　Corrections ．

　 （2 ）　 Picking　 up 　the　 offset 　points　at　standard 　 size 　from 　the　 Qffset 　curves ．

　（3）　Drawing 　the　body 　plan　 of 　 actual 　 size 　from 　standard 　si2e 　by　means 　of 　the　similar 　translatioロ

method ．

　In　this 丘rst 　 report ，　 the 　item （1 ）is　described　in　detan，　 while 　the　item （2 ） and 　 the　item （3 ）

will　be　reported 　in　the 　second 　report ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Nonlenclature．

　　　　　　　　五＝Length 　between 　perpendiculars

　 　 　 　 　 　 　 　 B ＝ Moulded 　breadth

　　　　　　　　D 器 Moulded　depth

　　　　　　　　4コ Designed 　moulded 　 draught

　 　 　 　 　 　 　 　 σひ
＝Block 　 coe 缶cient

　　　　　　　　O 燬
＝Midship　 coe 飯cient

　　　　　　　　Cp ； Prismatic　coe 伍cient

　　　　　　　　 lの 罕Relative　Iongitudinal　 center 　 of　buoyancy 　from 　 midship

　　　　　　　　vcb ＝　Vertica正center 　 of 　buoyancy　fro皿 base　l｛ne 　 of 　 sect …onaL 　 area 　 curve

1． 緒 言

　商船 の 基 本 計画 に 際 し ，急速に 初 期検討用 の Lines を 作製す る こ と は 計 画 進捗上極 め て 必 要 で ある 。 然 し な

が ら之を普通の 方法 で 作 る と仲 々 時間を要す る こ と と な る 。 そ こ で な るぺ く機械的に速か tc　designed　load　water

line以下 の Lines を作 る一
方法 と し て案出 し た の が ， こ こ に 述 べ る方法で あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2． 本 方 法 の 概 略

　（1 ） 与え られ tc　Cb に 対 し，　 Cpt の 相異に よ る 修正を 行 い ，　 standard 　 ser 三es 　 of 　 sectional 　 area 　 curves よ

り各 ordinate に お け る 9quivalent　sectional 　area 　point を求 め る。

　（2）　 こ の point に 対 し ，　 Cpt　correction を 行い ，　 CtU　corrected 　sectional 　area 　pOint を求め る。

　（3 ）　 こ の point に 対 し，1σ b　 correction を 行 い ，　 C皿 and 　tcb　 c 。rrected 　 sectional 　 area 　point を 求め ，こ の

点を結ん で corrected 　 sectional 　 area 　 curve を作 る 。

　（4）　この curve の 各 ordinate に お け る corresponding 　Cb　value を読む q

　（5）　Offset　curves よ り corresponding 　 Cb　value に 相当す る standard 　size に お け る offset 　Points を 各

water 　line に つ い て 求 め る 。
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（6） Standard　size の offset　points を actual 　size ｝こ translate し，
こ れ らの 点を通る body 　plan を作る Q

（7） Water 　line及び bow　and 　buttock　line に よ り fairing を 行 う。

本第 1報 に於 て は ， （1）， （2）， （3）項に つ い て 記述 し ， （4 ）項以下は第2 報に 於て 述べ る こ と と す る
。

3． Startdard　series 　of 　sectional 　area 　curves ．

　（1 ） Form 　coetheients ．　 Standard　series を 作 る に あた り ，
speed ，1ength，　 form　coeMcients の 大体 の 目

安 と して そ の 相互 関係 を Tabre　1 の 如く選定す る。こ の 関係 は 船型学的に 必ず し も best で は な い か も知れ

な い が，実用上の 目安と し て無理 の な い もの と 思 う。

　（2 ） Standard　series 　of 　sectional 　area 　 curves ．　 Table　1 の 関係を満 足 す る 如 く，　 round 　shoulder の 場

合 と， sharp 　shoulder の 場合に つ き， （Midship よ り後部 ， 前部それぞれ に つ い て round 　 shoulder の 場合 と

sha 叩 shoulder の 場合 の sectona1 　area が 同
一に なる 如 くす る。）Cb を parameter と して ，　 Co の 差 0．05 毎

に standard 　series と して secti 。 nal 　area 　curves を作製 し た もの が FIG ．1 で あ る。　FIG ・1 に は 各 ordinate

に お ける sectional 　area 　point の Cb に よ る変化を示す guide　line も同時 に 記入 し て あ る
。
　FIG．1 の 各 ordi −

nate に お け る sectional 　area の 数値 は TABLE 　2 の 如 くで ある が ， 之は
一

例を示 すに 示す に 過ぎない の で あ

つ て ，
sectional 　area 　curves 　et各 設 計者 の 経験 に よつ て 各 自の 最も使 い 易い もの に 作つ て お くべ きで あ る 。

　（3 ）　Variation　of 　relative 　 position　of　center 　of 　buoyancy　due　to　change 　of 　shoulder ．　 Sectional　area

curve の 重心 と rnidship 及び base　Iineと の 距離をそれぞれ tcb及 び vcb とす る 。 （こ の 場合当然 lcb＝僉B ！L

と な るが，veb は KB とは 無 関 係 で ，　 sectional 　area 　curve に 於 て ，重心 の 上 下方向の 位置を示 すに 過ぎない 。）
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FIG．2 は fore
　sh 。ulder と after 　shoulder の sharpness が 相異す る場合 の leb及 び veb の 値 ， 並び に shar −

pness が同一の 場合と 1・b の 異る量 δ1ebを 示 した もの で ある 。　Sharpness　of　shoulder が 前部 と後部で 異る と，
こ の 様に 1・b が TABLE 　l の 値 と 多少違つ て くる が， こ の 程度 の 相異は推進性能 に 殆 ど 影響がな い か ら実用上

何等差支は な い 。
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　　　　　　　　　　　　　　　　4．　Se ¢ tional 　 area 　 curye の 作製

　（1 ） Form 　coeMcients 　calculation ．一
般に 　Cb と Cpt の 関係 は TABLE 　1 の 値 とは相異す る か ら ，

こ の

場合の 修正を次の 如 く考え る 。

与えられた C汲 び Cpt・Vt対 して 洞 じ Cb の 場合の TABLE ・ の 関係U・ よ る mid ・hip ・・eM ・i・・t を Cゆ

と す る。先ず

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Cb

　　　　　　　　　　　　　　　　
Cp ＝

蕨

とし，、ta・dard ・ se ・i・s ・f ・… i・n ・1　area 　cu ・ves か ら C ・ と 同
一

の 傾向を もつ se・ti・・ a1 ・rea
　
cu ・ye腿 び

出す 。
こ の 為に Cb を い くらか変更 し ， こ れに 伴つ て C脚 もい くらか 変更 し な け れ ば な らな い 。

こ れは ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Cb
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 キ Cp
　　　　　　　　　　　　　　　　　 c数 o

で あ る か ら当然 で あ る 。 と こ ろ が TABLE 　1 に 於 て，　 CPt の 変化量を Cb の 変化量 の ll10．とし て い る 。 そ こ

で Cb を変化す ぺ き量を X とする と，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Co− x
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝Cp
　　　　　　　　　　　　　　　　 （】翼o − O．1x

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　Cb− x　　　 Cb

　　　　　　　　　　　　　　
”
　　σ如

一
〇．1x

−
C質

こ れ よ り

　　　　　　　　　　　　　　　　x ・ Cb（
c》

− CPte
Cx − O．1C り）

　 Equivalent　block　coeMcient を Cbe と する と ，

　　　　　　　　　　　　　　　　c・e
− c・

一
… Cb（

CtUo− 0．1Cb

CPt− 0．1Cb ）
Equivalent　midship 　coeMcient を Cpte とす る と ，

　　　　　　　　　　　　　　　　σ翼・
＝ C 卿 0・1 ・謂C 奥際署≡1：｝ε1）

こ こ に

　　　　　　　　　　　　　　　　　舞、

＝ c ・
一 亀

そ こ で 得 られ た sectional 　area 　curve を C顎1C動 倍す る と，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 c 駁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝Cp × C厭

＝Cb　　　　　　　　　　　　　　　　　Cbe×

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 CPte

となつ て ， Cp の 傾向 と Cm の 値を有し，　block　coethcient が Cb で ある secti 。nal 　area 　cvrve が得られ る。

　 実際の 計算は TABLE 　3 に 示す form に 従 つ て 行 う と，極 め て 簡単 に equivalent 　
value が 得られ る 。

TABLE 　3 は，　 Cb＝O．670，
　 Cpt ＝ 0．980 の 場合 の 実例を示 し た もの で ，　 Cbe＝0・6678

，　 Cpte＝o・9768 なる値を得

て い る 。

　　こ の 様に し て 求 め られ た equivalent 　block　and 　midship 　coeMcients を有す る equivalent 　sectional 　
area

curve を FIG ．1 の standard 　series よ り作 る の で ある が，更 に correction を 行わ ね ば な らぬ か ら・equivatent

Sectienal 　area 　point 迄求 め て お く。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 rnetE 　　J　　　FORtv 　　ceEEnetf ”rs 　　CALCttL 刃rteAt．
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　（2 ）　Equivalent　sectional 　area 　points．一→般に fore　shoulder と after 　shoulder の sharpness は 同一で

轄 ない か ら，こ の 場合の lcb　and 　VCb を次 の 如 くに し て 求め る 。

　FIG ・1 に は round 　shoulder の 場合 と sharp 　shoulder の 場合 の sectiona 正area 　curve と guide　lineが示

されて い る か ら ， 両方の 場合 の interpolationに よ り ， 前部 ， 幾部それぞれ任意の sharpness を有 する sectio ・

nal 　 area 　 curve が 次 の process に よ り得 られ る G

　先ず sharpness の 表現 を TABLE 　4 の 如 く定 め る 。 そ して FIG．3 に 示す如 く作図を行 う。

n78LE 　4　　 rHE 餅 欄 5 ’0 〃 　0 虐　SHAM 臆 5：9　 0广 　 SHO 〃 ‘OE7R．

Ft6 ．　 3

　、FIG ．3 は ，　　　　　　　　　　　　 sharpness 　of　fore　shoulCler ；3

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〃　　 〃　after 　　　　〃　　　＝1

の場合の sectional 　area 　p。intsを 求 め る 場合 の
一

例を 示 して い る 。 図中 。 rdinate 　7
’
に つ い て 説明する と次 の

如 くで あ る。例 え ば Cb・＝O・6678 の 場合に sharpness 　3 の 点 を 求 め る に は ，
　 round 　shQurder の 場合と sharp

shoulder の 場合 の ・
Cb　＝　O・　6678 の 縦線に お ける上下距離 は 4，3mm で あ るか ら，　round 　shoulder の 位置か ら

上方に ，

　　　　　　　　　　　　4．3mm × 3110＝ 1．3mm （小数点以下 2 位 は 4 捨 5入）

の 点を とる と ， こ れが求 め る sharpness 　3 の 点で ある。こ の 点か ら矢印 の 如 くbase　lineに 平行線を 引くと，

ordinate 　7 と の 交点 が ordinate 　7 に お け る sharpness 　3 の equivalent 　sectional 　area 　point とな る 。

　Ordinate　3 に つ い て も同様 の process に よ り ，
　ordinate 　3 に お け る sharpness 　1 の equivalent 　sectional

area 　point が 求 め られ る 。

　他 の ordinate に つ い て も同様の 作図を行 い ， 前部 は sharpness 　3
， 篌部 は sharpness 　l の equivalent 　se ・

ctional 　area 　points が 得られ る 。

　（3） Equivalent　Icb　and 　equivalent 　vcb ．次に 上 記 の equivalent 　sectional 　area 　points を結ん で 得られ る　　　　　　　　　　　　　　　 1

equivalent 　sectional 　area 　curve の leb及び vcb を ，　 FIG．4 に 示 す如き作図 に よつ て 求 め る。

　FIG．4 に 於て先ず equivalent 　Cb の 位置に 縦線を 立て ， こ れ と Sl，b と の 交点 か ら矢 印の 作図 を行つ て ，
　 curve
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VeS
（mm ♪

F ！G ． 4

A ’B ’O ’

，O
’E 「F ！

，ABO ，　OEF を作 る 。 こ こ に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A ／M ＝＝F’Q ＝10mm
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 BtN 　 ：E 「p＝5mm

と し ， こ れ等 の 値は sharpness 　 of 　 shoulder を示す もの とす る 。
δlebの base　lineか ら 1mm の 水平線 と curve

A ’B’Ot との 交点を δla， δ1・b の ba5e　line か ら 3mm の 水平線 と curve 　O ’E ’F’

と の 交点を δ3f とする。

δ1a 及 び δ3f を通 つ て δ1・b の base　line に 垂線を 立 て ，　 ABO 及 び OEF と の 交点をそれぞれ la 及び 3：f と

す る 。 中心 3f
， 半径 Ola 及び 中心 1a

， 半径 03f の 2 つ の 円を作 り，両 円 の 交点を R とす る と ， こ の 点

の midship 及び base　lineか らの 距離が equivalent 　 lcb及 び equivalent 　 vcb を与え る 。

　 こ れ は次の 様に して 説明 され る 。
FIG ．2 の 〕絞に 立 て た 垂線 の ま わ りに R ，　M ，　S を 2 字宛組合わ せ tc略号 が 記

し て あ るが ，
こ れは TABLE 　5 に 示す如 く，

　 fote　shoulder と after 　 shoulder の sharpness の 組合わ せ を示

し た もの で ある 。 そ して 図上 の points 【は各 々 の 組合わせ の 場合の relative 　peistion 　 of 　center 　oE 　buoyancy

を 示 して い る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 rA β Lf 　5 　　　r〃E 　 CONB ／AtArvOAf 　OF 　StiOU 乙bgRS ．
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　い ま例えば RR→MR の 動 きを 考える と，

F工G ，5 に 示 す 如 く，こ れ は fore　shoulder が

一
定 ， 例 えば R の 場合に after 　sboulder が

R か ら M に 変 る 時の center 　 Qf 　 bnoyancy

の 移動 を 示 し て い る 。 こ の 場合図中斜線 の 部

分の 移動 につ い て 考 え る と ，
after 　part の

sectiona1 　area は 3．（1）夢こ 述べ た 如 くr
　 R の

場合 も M の 場合も等し く， しか も total　se −

Ctional 　 area は変ら な い か ら次 の 式 が 成立す

る 。

刃 昌々 o 侶 の ‘

κ 蹴〃 ‘ 4 勉 卿

　 　 　 　 　 　 　 臥

ゐ6 “ メ犀 9 炉

ゐo ‘ ！4 σ 7

　　　　　　　　　　　　　述
　　　　　　　　　　　　　　　　　丶
　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　、

s ／σ．　 5

　 　 　 　 　 　 　 　 Horizontal　 moment 　 of 　transfer　of　hatched 　 area

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
−
　　　　　　　　　　　　　　　＝Transfer 　 of 　iCb

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　Total　 sectional 　 area

　 　 　 　 　 　 　 　 Vertical　 moment 　 of 　transfer 　 of 　hatched 　area
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＝Transfer 　 Df 　Vcb
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　Total　 sectional 　 area

　以上 は fore　shoulder が R の 場 合 に つ い て 考え た の で ある が，　 fore　 shoulder が M の 場合 に も，
3・（1）に 述

べ た如 くfore　part の sectional 　area は R の場合と同
一

で あ り，　 total　sectional 　area も変らない か ら ， 上式

の 関係は 同 じ様に 成立す る 。 従つ て RR → MR の 場合 の sectional 　area 　curve の 重心 の 移動は ，　 RM → MM の

場合 の secti 。 nal 　area 　curve の 重心 の 移eetc平行で あ る と い うこ とが で きる。

　以 上 と同様の 考え を 用 い る と，RR →MR →SR の 場合の sectional 　area 　curve の 重心 の 移動は RM → MM →

SM 及 び RS → MS → SS の 場合 の sectional 　 area 　 curve の 重 心 の 移動 に 平行 と な る。即 ち aiter 　 shoulder の

sharpness が R−→M → S と変る に 従い
，
　 sectional 　area 　curve の 重心 は すべ て RR → MR → SR 　line に 平行 lc移

動する 。

　次に RR→RM →RS の 場合 の sectional 　 area 　 curve の 重心 の移動に つ い て も同様の process をた ど る と，

fore　shoulder の sharpness が R → M → S と変るに従い ，
　 sectional 　 area 　 curve の 重心 は す べ て RR→RM →

RS 　lineに 平行に 移動す る こ と が 分 る
。

戸！σ。 6　　σ ρ　caRR β‘770 〃・
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　従つ て after 　shoulder 及 び fore　shoulder の sharpness を任意に 与 え る と ， 上述 の 作図法に よつ て secti ・

onal 　area 　curve の 重心 の 移動が分り，equivalent 　lcb及び equivalant 　vcb が 得 られ る こ と と な る 。

　（4 ） Cpt　correction ．次に equivalent 　 sectiona 正 area 　point に 対 し ， 作図に よ り FIG ．6 に 示 す如 く σ吸

correction を行 5。簡単 に 説 明す る と，No ．50rdinate に 於 て Cm の 差 を と り，こ れ を 5 と結 ん だ直線 に より各

ordinate 相当個所 に お け る sectional 　area の 差を読 ん で，こ れを各 ordinate に 於 い て 加 え る と Cpt　corrected

sectional 　area 　points が得 られ る 。 次 の leb　 correction の 便宜上 equivalent 　v 。b も対応位置に 修正 し て お く。

なお 図 の数値は TABLE 　3 に 対応 し て い る 。

　（5 ） lcb　correction ．　 CX 　corrected 　sectional 　area 　points に 対 し て ，作図に よ り FIG ．7 に 示 す如 く leb

cerrectien を行 う。
FIG ．7 は FIG ，4 に 於 て 得らられ た equivalent 　lcb＝＋0．50％ （小 数点 以 下 3 位 は 4 捨 5

‘
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入 。） に 対し，given　lcb　＝ 十〇．80％ と す る場合の
一
例を 示 し て い る 。 簡単 に 述ぺ る と ，

　C頂 corrected 　vcb に於て

leb の 差を と り・こ れを base　lineに 平行移動し て C頃 and 　leb　corrected 　veb を定め，こ れを 5 と 結 ん だ直線に よ

り各 ordinte 相当個所 の sectienal 　area の 差を 読 ん で ，こ れ を 各 ordinate に 於 て base　line に 平行移勦 し，C頁

and 　lcb　corrected 　sectional 　area 　points を得る 。

　（6） Cpt　and 　lcb　correction ．（4 ）及 び （5 ）に 於 て は ，　 Cm 及び lcbに 対 す る修正 を 別 々 の 作図に よつ て

行つ た の で あ る が ，こ の 原 理 を 用 い て FIG ．8 の 様 に 作図す る と，一段の 操作 で 両方 の 修正を行 うこ とが で きる 。

即 ち CtU の 差を 5 に 結び，　 equivalent 　veb との 差 を こ の 直線か らと り，次 Pこ lebの 差を こ の 点 で base　line に

平行 に 移動し て と り，こ の 点と 5 を結ん だ直線に よつ て，各 ordinate 相 当個所 の 斜 の 変位量を求め ，図の 矢印

に 示 す如 く各 ordinate に 於 て 斜 に 平行移動 し ，　 CtU　and 　t。b　corrected 　 sectional 　 area 　points を 得 ， こ れ等 の

点を結ぶ と最終の correCted 　sectional 　area 　curve が得られ る 。

　そし て各 ordinate に お け る sectional 　 area 　points の 値か ら Cb 及び lcbを計算 し ，　 sectional 　area 　 curve

を check す る。

　こ の 様に し て 任意 の Cb，　Cpt，　Jeb及び sharpness 　of 　shoulder を有す る sect 三〇nal 　area 　curve が得られ た の で，

次に こ れを用 い て b。dy　plan を書 く process に 移 る の で あ る が，こ れ は 第 2報 に 於 て 報告す る こ と と す る 。
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